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年間騒音測定回数とNLP時間帯内年間騒音測定回数の推移
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※騒音測定回数は滑走路北約1㌖の住宅地における70　以上、5秒以上の継続音の回数デシ
ベル
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昨年1年間の月別騒音測定回数と
空母入港期間
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※日中時間帯内の測定回数を含む

「やまとeモニター」の登録募集中（http://www.city.yamato.lg.jp/web/kouhou/e-monitor.html）。

　

市
で
は
、
県
や
基
地
周
辺
市
な
ど
と
連
携

し
な
が
ら
、
航
空
機
騒
音
を
は
じ
め
と
し
た

諸
問
題
の
解
決
に
向
け
、
国
や
米
側
に
対
し

て
要
請
活
動
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す（
左

そ
の
う
ち
、
夜
間
に
実
施
さ
れ
る
も
の
は
Ｎ

Ｌ
Ｐ（
夜
間
連
続
離
着
陸
訓
練
）と
呼
ば
れ
、

市
民
に
甚
大
な
騒
音
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。

１
９
９
３（
平
成
５
）年
に
小
笠
原
諸
島
に
あ

る
硫
黄
島
代
替
訓
練
施
設
が
米
軍
に
全
面
提

供
さ
れ
て
以
来
、
Ｎ
Ｌ
Ｐ
を
含
む
離
着
陸
訓

練
の
ほ
と
ん
ど
が
硫
黄
島
で
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
昨
年
も
、
そ
の
す
べ
て
が
硫
黄
島
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
天
候
な
ど
の

状
況
に
よ
っ
て
は
厚
木
基
地
で
実
施
さ
れ
る

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
２
０
１
２（
同
24
）年

に
は
、
空
母
の
運
用
上
の
都
合
に
よ
り
出
港

が
数
日
間
遅
れ
た
こ
と
か
ら
、
市
の
再
三
の

　

市
民
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い

る
航
空
機
騒
音
の
主
な
原
因
は
、
横
須
賀

を
事
実
上
の
母
港
と
す
る
米
空
母
ジ
ョ
ー

ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
の
艦
載
機
に
よ
る
も
の

で
す
。
艦
載
機
は
、
空
母
が
横
須
賀
に
入

港
す
る
前
に
洋
上
か
ら
厚
木
基
地
に
飛
来

し
、
空
母
出
港
後
、
再
び
洋
上
の
空
母
に
帰

還
し
ま
す
。
空
母
が
横
須
賀
に
入
港
し
て
い

る
間
は
、
厚
木
基
地
を
拠
点
と
し
て
飛
行
活

動
を
繰
り
返
し
、
時
に
は
深
夜
ま
で
飛
行
し

ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
生
活
環
境
の
悪
化
や

航
空
機
事
故
へ
の
不
安
を
は
じ
め
、
市
民
に

さ
ま
ざ
ま
な
負
担
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
空
母
の
出
港
前
に
は
、
地
上
の
滑

走
路
の
一
部
を
空
母
の
甲
板
に
見
立
て
離
着

陸
を
繰
り
返
す
Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ（F

フ
ィ
ー
ル
ド

ield C
キ

ャ

リ

ア

arrier 
L

ラ

ン

デ

ィ

ン

グ

anding P

プ

ラ

ク

テ

ィ

ス

ractice

）が
実
施
さ
れ
ま
す
。

厚木基地をめぐる動向と
　　　　　市の主な取り組み
　およそ23万人もの住民が暮らす本市に厚木基地が所在す
ることで、多くの市民が、航空機騒音や事故への不安など、
長年にわたりさまざまな影響を受けています。今号では、厚
木基地の状況や、昨年の厚木基地をめぐる動向と市の主な取
り組みについて紹介します。

航空機騒音の主な原因である空母艦
載機F/A-18スーパーホーネット

空母ジョージ・ワシントン（米海軍ウェブサイト
より）

厚
木
基
地
の
状
況

市
の
主
な
取
り
組
み

厚
木
基
地
を
め
ぐ
る

動
向

　

昨
年
７
月
15
日
、
沖
縄
県
の
普
天
間
基

地
に
配
備
さ
れ
て
い
る
米
海
兵
隊
の
新
型

輸
送
機
Ｍ
Ｖ-

22
オ
ス
プ
レ
イ
が
厚
木
基
地

に
初
め
て
飛
来
。
同
月
18
日
に
も
再
度
飛

来
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
大
木
市
長

は
、
日
頃
か
ら
航
空
機
騒
音
被
害
に
苦
し

む
市
民
の
負
担
の
軽
減
に
つ
い
て
、
国
と

特　集特  集

昨年の主な要請活動

厚木基地をめぐる動向と市の主な取り組み

と　き 内　容 要請者
昨年1月9日 米海軍空母艦載機の部品落下について 大和市長

1月10日 米海軍航空機からの部品落下について 県基地関係
県市連絡協議会

4月25日 空母ジョージ・ワシントン艦載機の着陸訓練について 大和市長
4月28日 空母ジョージ・ワシントン艦載機の着陸訓練について 県と基地周辺9市

7月10日 米軍新型輸送機ＭＶ-22オスプレイの
厚木基地への飛来について 大和市長

7月11日 ＭＶ-22オスプレイの厚木基地への飛来について 県と基地関係11市

7月15日 米軍新型輸送機ＭＶ-22オスプレイの
厚木基地への飛来について 大和市長

7月18日 米軍新型輸送機ＭＶ-22オスプレイの
厚木基地への再飛来について 大和市長

7月22日 米軍新型輸送機ＭＶ-22オスプレイの
厚木基地への飛来について(緊急要請)

大和市
基地対策協議会

7月31日
8月 1日

米軍新型輸送機ＭＶ-22オスプレイの
厚木基地への飛来について 大和市長

8月 1日 ＭＶ-22オスプレイの厚木基地への飛来について 県と基地関係11市

8月20日 基地問題に関する要望 県基地関係
県市連絡協議会

8月27日 厚木基地の早期返還と基地対策の
抜本的改善に関する要望

大和市
基地対策協議会

11月6日 米空母艦載機の夜間連続離着陸訓練による
航空機騒音の解消等に関する要望

厚木基地
騒音対策協議会

厚
木
基
地
と
空
母
艦
載
機

厚
木
基
地
に
関
す
る
要
請
活
動

オ
ス
プ
レ
イ
が
厚
木
基
地
へ
飛
来

表
参
照
）。

　

ま
た
、
市
民
・
議
会
・
行
政
の
代
表
者
で

構
成
さ
れ
る
大
和
市
基
地
対
策
協
議
会（
会

長
：
大
木
哲
大
和
市
長
）に
お
い
て
も
、
空

母
艦
載
機
の
移
駐
を
一
日
も
早
く
確
実
に

完
了
す
る
こ
と
を
は
じ
め
、
航
空
機
騒
音

問
題
な
ど
、
厚
木
基
地
に
起
因
す
る
諸
問

題
の
解
決
に
向
け
、
要
請
活
動
な
ど
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
厚
木

基
地
に
関
わ
る

諸
問
題
に
対
す

る
市
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
随

時
掲
載
し
て
い

ま
す
。

練
や
陸
上
自
衛
隊
東
北
方
面
隊
主
催
の
大

規
模
災
害
訓
練「
み
ち
の
く
Ａア

ラ

ー

ト

Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
２

０
１
４
」な
ど
に
参
加
す
る
際
に
も
厚
木
基

地
に
飛
来
し
ま
し
た
。

　

市
は
、
市
民
の
負
担
が
決
し
て
増
加
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
引
き
続
き
状
況
を
注
視

し
て
い
き
ま
す
。

　

昨
年
11
月
、
海
上
自
衛
隊
の
輸
送
機
Ｃ-

１
３
０
Ｒ 

２
機
が
、
厚
木
基
地
に
配
備
さ
れ

ま
し
た
。
防
衛
省
に
よ
る
と
、
Ｃ-

１
３
０
Ｒ

は
、
こ
れ
ま
で
厚
木
基
地
で
運
用
し
て
い
た

Ｙ
Ｓ-

11
輸
送
機
の
後
継
機
と
し
て
、
人
員

や
物
資
の
輸
送
を
担
う
ほ
か
、
大
規
模
災
害

　

市
で
は
今
後
も
、
厚
木
基
地
に
起
因
す
る

諸
問
題
の
解
決
に
向
け
、
県
や
基
地
関
係
市

な
ど
と
も
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

鈴木秀生北米局参事官（右中央）に要請する
大和市基地対策協議会委員ら（外務省にて）米海兵隊新型輸送機MV-22オスプレイ

海上自衛隊輸送機C-130R

米
側
に
対
し
、

要
請
活
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
昨

年
８
月
と
11
月
、

オ
ス
プ
レ
イ
が
、

東
富
士
お
よ
び

北
富
士
演
習
場

で
の
離
発
着
訓

問
市
役
所
基
地
対
策
課
基
地
対
策
担
当
☎

（
２
６
０
）５
３
１
０
（
２
６
０
）５
３
１
６
。

発
生
時
の
救
援

物
資
な
ど
の
輸

送
を
実
施
す
る

と
の
こ
と
で
す
。

今
年
度
中
に
計

６
機
が
配
備
さ

れ
る
予
定
で
あ

る
と
発
表
さ
れ

て
い
ま
す
。

中
止
要
請
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
離
着
陸
訓
練

が
厚
木
基
地
で
実
施
さ
れ
、
市
民
は
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
厚
木
基
地
周
辺
の
生
活
環

境
は
、
空
母
の
動
向
に
左
右
さ
れ
る
と
い
う

特
徴
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
６（
同
18
）年
、
日
米
両
政
府
間
で

合
意
さ
れ
た「
再
編
実
施
の
た
め
の
日
米
の

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」に
お
い
て
、
Ｆ
／
Ａ-

18
ス

ー
パ
ー
ホ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
計
59
機
の
空
母
艦

載
機
が
２
０
１
４（
同
26
）年
ま
で
に
山
口
県

の
岩
国
基
地
に
移
駐
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
一
昨
年
、
移
駐
時
期
が
２
０

１
７（
同
29
）年
頃
に
な
る
見
込
み
で
あ
る
こ

と
が
、国
か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

昨
年
５
月
に
は
、
移
駐
先
の
施
設
整
備
が
順

調
に
進
ん
で
い
る
と
の
認
識
が
国
か
ら
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

空
母
艦
載
機
の
移
駐

Ｙ
Ｓ-

11
の
後
継
機
と
し
て　
　
　

Ｃ-

１
３
０
Ｒ
が
配
備


